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    年下の彼に愛されました

    　

    瀬田一稀

    

    　

    　

    　　　一

    　

    午後十一時。終電発車前の駅には、まだ煌々と明かりがついている。しかしそこへ通じる大通りで開いている店舗は、数件の飲み屋とゲームセンター、それからコンビニエンスストアくらいだ。

    その道を、水元凜々みずもとりりは足早に歩いていた。

    グレーのスーツの背を、ひとつにまとめた髪が叩いている。ストッキングをはいたふくらはぎには、手に持った巨大なビニール袋があたっていた。今日はいつもより大勝負だったから、結構な嵩になってしまったのだ。

    「これもいい加減、処分しないとだめね」

    嘆息し、一重の目を一瞬だけ手元に向けた、そのとき。

    「水元先輩、みーっけ！」

    「えっ？」

    突然の大音声に、凜々はパンプスの足を止めた。周囲を見回せば、すぐに声の主がわかる。部下の小川陽人おがわはるとだ。

    彼は、スーツの右腕を上げて、大きく振っていた。体が上下するタイミングで、ふわふわのくせっ毛と、肩から斜めにかけたショルダーバックが揺れている。それはさながら、長毛種の大型犬が、尻尾を振っているかのようだった。

    「あーあ、いい男が台無しだね」

    背後に集まっている仲間のうち、四十代の課長が笑う。若い社員は男女を問わず、みんな、呆れ顔を向けていた。……ただひとり、美園咲希みそのさきを除いては。

    彼女はこの時刻だというのに、しっかり上がったまつげに縁どられた目を細めて、陽人を、そして勘違いでなければ、凜々を、睨み付けていた。

    思わず、ビニール袋を握る手に力がこもる。

    これは、まずい。ぜったいに。

    そう思った瞬間、低い声が出た。

    「……小川くん」

    目の前にやって来た男の名を呼ぶも、美園に背を向けている陽人は、当然彼女の、あからさまに不快を示す表情に気付いていない。それどころか彼は、満面の笑みで凜々に抱き付いてきたのだ。

    「もうっ、今日は会えないと思ってましたよ！」

    「ちょっと、離しなさい！」

    声を上げ、なんとか離れさせようとするも、右肩にトートバック、左手に荷物を持った棒立ちのままでは、いくら長身の凜々とはいえ、うまくいくものではない。

    さらには、陽人が吐き出す息は、アルコール臭に満ちていた。

    まったくこの子、いったいどれだけ飲んだのよ。

    凜々は、彼の背後、道の片隅に集まって話をしている同僚たちを見た。とりあえず男性陣はたいてい身体が揺れているから、みんな相当なのだろうと想像する。きっと飲み放題で、つい羽目を外してしまった、というところだろう。

    その間にも陽人は「先輩、先輩」と、肩口に頭を押し付けてくる。

    「やめなさいっ！」

    凜々は、職場でもめったに使わない、厳しい声を出した。陽人がびくりと肩を揺らし、凜々から身を離す。しかし怒号におびえた様子はなく、「忘れてましたね？」と拗ねた顔を見せた。

    「支社対抗、売上レースの祝勝会！　俺何度もメールしたのに、先輩全然気付かなかったでしょう？」

    「……ああ、見てなかったわ」

    凜々は陽人と距離をとるべく、一歩後退した。それを、陽人が詰める。

    「同行していた美園さんは来てくれたのに、どうして先輩は来てくれなかったんですか」

    「今日はちょっと、忙しかったのよ」

    「……ゲーセンに行く余裕はあったのに？」

    じとりとした視線が、凜々の手の先を見やる。

    凜々は内心でため息をついた。

    いくら自分を嫌っている部下とはいえ、ミスをしたら一緒に頭を下げるのは、上司の仕事。だから、美園と現場に向かった。でも、自由参加の飲み会にまで同席する義務はない。それにぎりぎりまで一緒にいた美園だって、凜々を誘わなかった。

    どうせあなたたちは、理由をつけて、お酒を飲みたいだけでしょう？　ゲーセンは私の癒しよ。ほっといて。

    言えない本音を隠し、凜々は黙り込む。さてどう返せばこの子は大人しくなってくれるだろう。そう考えているところに、課長の声が届いた。

    「小川、次も行くだろう？　お前の好きな、あの店、今電話したら席あいてるってさ」

    「えっ……！　でも……。先輩、行きます？」

    「……申し訳ないけど」

    「ですよねえ」

    凜々の答えなどとうてい見越していたというように、陽人は苦笑した。そしてそのまま振り返り、一言。

    「俺はもう帰ります！」

    「なんだ、一番の売り上げ功労者が不在か？」

    課長はそう言ったが、陽人はすみませんの一点張り。そうなれば、所詮酔っ払い同士だ。

    「いつものことながら、お前はほんとに係長のことが好きだね」

    「さっきもずっと、先輩来ない、来ないって騒いでたもんなあ」

    男性社員のからかいの言葉で締められて、話は終わり、その他の若手メンバーは、課長に引き連れられて、次の店に行くことになる。

    「小川さん、本当に帰っちゃうんですか？」

    渋々移動していくのが明らかな美園が、一度振り返った。だが陽人は「うん」と言ったきり。美園がじろりと、凜々を見る。

    「……水元係長も、いらっしゃればいいのに」

    「……私はちょっと、用があって」

    「こんな時間に、ですか？　もう三十一なんですから、あまり無理しないほうがいいですよ」

    ――まったく、恋する女性は厄介で、困る。

    　

    去って行く美園たちを見送り、凜々は陽人に背中を向けた。

    就職してから住んでいるアパートは、ここから歩いて十五分ほどだ。そんなことは知らぬだろう。陽人は、歩き始めようとする凜々の隣に立った。

    「送りますよ」

    「ありがとう。でも、かなり飲んでいるんでしょう？　私のことはいいから、あなたこそ気を付けて帰りなさい」

    さっきよりは、はっきりした口調になっている陽人を見上げる。すると彼は「やっぱり」と頬を歪めた。

    「先輩、わかってなかったんですね。俺がなんのために、三次会断ったのか」

    「そんなの、知らないわよ」

    こういう言い方が冷たいのだと、過去には言われたものだ。しかし陽人は特に気にした様子はなく、ぐっと顔を近づけ、凜々の顔を覗きこんできた。

    「俺は、あなたが心配なんです。こんな遅くに女性がひとり歩きなんて……自分をどう思ってるか知らないですけど、先輩は、十分魅力的なんですから」

    「……魅力って、あなた」

    凜々は、目を見開いた。

    はっきりと告げられた褒め言葉が、嬉しくないわけではない。だが、突然のこと過ぎて、どう返したらいいかわからなかった。

    陽人は、そんな凜々の困惑を察したのだろう。素早く、凜々の手をとる。

    「ちょっと！　子供じゃあるまいし」

    「大人だから、心配しているんですってば」

    手のひらが、きつく握られる。そこから伝わる陽人の体温は、凜々のものよりもだいぶ高かった。

    まったく、あなたこそ、子供じゃないの。

    思ったが、そういえばこの子は酔っ払いだった。真面目に話すだけ、損な気がする。

    家に着けば満足して、この手も離してくれるだろうと、凜々はひたすらに、前だけを見つめて歩いた。

    駅前から一本曲がり、もう一回角を折れれば、あたりはいっきに暗くなる。今日はいつもよりもだいぶ遅い時刻だから、ひとりだったら、いくら慣れた道とはいえ、電柱の影が気になるくらいはしたかもしれない。

    でも今は、陽人が隣にいる。

    凜々は、道の先だけを見つめていた目線を、ちらと隣に向けた。

    別に、存在に安心したわけではない。ただ、何も言わずに歩いている私を、どんな顔して送ってくれているのかしら、と思っただけ……だった、のだが。

    「え……？」

    予想外の表情に、思わず足を止める。彼は苦しそうに眉間にしわを寄せ、唇を引き結んでいたのだ。

    「ちょっと、大丈夫？」

    「……すみません。やっぱり少し、酔ったみたいで」

    「もう、だから帰りなさいって言ったのに！」

    陽人は凜々と繋いでいる手を離して、自らの額を押さえた。元気な酔っ払いだからと、油断したのがいけなかった。アルコールが入っているのだから、動いて具合が悪くなってしまったのだろう。送ると言われたとき、どうあっても断るべきだったのだ。

    陽人が、額に当てた手のひらを、口元へと移動させる。

    「気分が悪いの？」

    「……いえ」

    答えるも、それ以上は、語らず動かず。

    「……仕方無いわね」

    凜々はバックを肩にかけ直し、今度は自分から、陽人の分厚い手をとった。

    「一緒に来なさい」

    　

    いつもの倍の時間をかけてアパートにたどり着くと、凜々は手早く、ドアに鍵を差し込んだ。

    部屋に入るなり、「ただいま」と言うのは、もう長年の習慣だ。その後、玄関の明かりをつけ、荷物を適当に置いて、振り返った。

    「ほら、小川くんしっかりして」

    後ろに続く陽人の手を引き、たたきから廊下へと導いていく。

    具合が悪いという割に、彼は丁寧に「お邪魔します」と挨拶をして、あとをついてきた。靴まで揃えたから、ずいぶんできた子だなと思っていたのだけれど。

    「え……？」

    自分はなぜ、陽人に抱きしめられているのだろうか。

    リビングとして使っている部屋に入り、彼をソファに座らせるべく、上に山となっているぬいぐるみを避けようとしたときのことだった。

    陽人だってそれを見て、弱い声で「かわいいですね」とか言っていたはずだ。

    それなのに。

    下を向き、丸まった凜々の背中に、彼の胸がくっついている。熱い。アルコールの香りに満ちた呼吸が、耳元にかかった。

    「……先輩」

    囁く声に、どくりと一度、鼓動が跳ねる。

    たとえばこれが、すがるような強さだったならば、彼は既に、立っていられない状況なのだと思っただろう。だが、凜々が苦しくないようにと調節された緩やかな抱擁と甘い声は、明らかに病身の気遣いではなかった。

    しかも彼は、言うのだ。

    「男を簡単に、部屋に入れちゃだめですよ」

    「……男って……あなたが具合悪いって言うから」

    「もう、治りました」

    嘘だったのね、とは、返せなかった。

    陽人は凜々の耳に、再び息を吹きこんでくる。

    「先輩、緊張してますね。俺のことなんて、意識してないと思ってたのに」

    「……してない、わよ」

    「だったらどうして、身体に、こんなに力が入ってるんですか」

    「それは、あなたがいきなり、こんなことをするから……」

    ウサギのぬいぐるみを持ったまま、凜々は答える。だがそれは、すぐに床の上に転がることになった。陽人の腕に、力が込められたからだ。

    「好き……好きです、先輩」

    その声は切なく響き、凜々の心を震わせた。

    きつく、目を閉じる。

    この子は、なんてことを言いだすの。

    凜々の頭の中に、今まで陽人と過ごしてきた間の出来事が浮かぶ。

    三年前、新入社員だった彼に仕事を教え始めたとき、彼は指示を待ち、大きな瞳で凜々を追っていた。それがいつしか一人前になり、つい先日などは、支社でトップの業績を上げて、表彰されるほどになった。

    純粋に先輩として慕ってくれているのだと思っていた。尻尾を振ってじゃれる犬のように、愛嬌のあるかわいい子。そう考えていたのに。

    陽人の手が、スーツの前身ごろに伸びてくる。探るように動いたそれは、合わせを閉じているボタンを見つけると、そっと指先でつまんだ。

    「……これ、外してもいいですか」

    いいはずがなかった。それなのに、凜々は答えられない。なぜ、どうしてと、気持ちはひたすら混乱し、ただ呆然と、腹のあたりで動いている、陽人の指を眺めていたからだ。

    「……黙っていると、外しちゃいますよ？」

    耳朶に囁き、ついでにキスを落とされる。

    その艶めかしい音に凜々は細い肩を揺らした。ふたりの声が、重なる。

    「どうして、こんなことするの」

    「どうして、こんなこと、許すんですか？」

    「どうしてって……」

    「……さみしいの？」

    さみしいの。陽人が問うた一言は、凜々の耳の奥で反響し、こだました。

    私はさみしい、の？

    視線は自然に、ソファの上で、山となっているぬいぐるみに落ちる。一番上は、さっき落とした大きなウサギだ。

    それと目が合ったとき、凜々は唐突に自覚した。

    そうよ、私はさみしい。

    ――若い娘さんか。もういい年なんですから。

    しっかり者ね。

    生意気なんだよ。

    みんな、勝手に私を評価する。誰も私の本当の姿なんか、見えてないくせに。さみしいか、なんて。聞いてきたのは、陽人だけだ。

    そう思えば、急に、目の前の彼に愛しさがこみ上げる。

    もし今晩だけでも、彼がいてくれるのなら。

    「先輩……嫌なら、言ってくださいね？」

    気付けばスーツだけではなく、ブラウスのボタンも外されていた。隙間から、陽人の手が入り込んでくる。

    彼は、下着に包まれた凜々の胸を、そっとすくいあげた。肉が揺れる感触を堪能するように、持ち上げては離しを繰り返す。

    「ずっと、こうしたかった……」

    凜々は、耳を疑った。まだ二十五の彼にとって、六歳も年上の自分の身体が価値あるものとは、とうてい思えなかったからだ。最低限のケアしかしていない肌は瑞々しいとは言えず、彼が触れている胸だって、昔よりはずっと形が崩れている……気がする。

    しかし陽人は、両の膨らみから手を離さず。指先は、しだいにハーフカップの内側、先端へと移動していった。

    「……嫌なことはみんな、忘れさせてあげる」

    「そこは……っ」

    赤い実をこねられて、は、と小さな息が漏れた。その間に、陽人の右手が腰へと下っていく。

    それはしばらく布地の上を往復していたが、そのうちにスカートの下、内腿へと移動してきた。熱い手のひらが、ストッキングの上を這い、人差し指の腹が、足の付け根を辿る。肝心なところへ向かいそうで向かわないことが、ひどくじれったいと思った。

    ただ、そちらにばかり集中してはいられない。上では、胸の尖りが既に硬く、自己主張を始めているからだ。小さな尖りを潰され、執拗に腿を撫ぜられて。首筋にキスをされる頃には、凜々の足はいよいよ震え始めていた。

    「もう……」

    膝が崩れる、そのタイミングで陽人は、胸を探っていた手を腹の前に回し、身体を支えてくれた。

    「……どこで？」

    問われ、反射のように、ぬいぐるみでいっぱいのソファから、隣室へ続く扉に目を向ける。

    「ベッド、あっち？」

    「誰も行くなんて……」

    「そう？　でも、ここはこんなになってる……」

    足の付け根の、さらに奥。しっとりと濡れている箇所に、彼は指を伸ばした。びりと痺れる感覚に、凜々の腰が、無意識に揺れる。

    「はっ……あ、だってお風呂、せめてお風呂に……」

    「だーめ。だって、シャワーなんて浴びちゃったら、先輩、冷静になっちゃうでしょう？」

    薄い布の上からそこを押しながら、陽人が凜々の首筋を吸い上げる。

    「今夜は流されて……」

    鼓膜を揺らしたその声音に、凜々はぎゅっと目をつぶった。

    別に、付き合うわけじゃない。一度だけよ。それなら……。

    その迷いを、陽人は逃さない。彼はなんと、その場で凜々を抱き上げたのだ。

    「きゃっ、ちょっと！」

    背中と膝の裏に手を当てて支えられている状態に、足先がふらりと揺れる。その不安定さに、凜々の身体には、自然と力がこもった。しかし陽人は余裕の態度。

    「落ちたくなかったら、暴れないでくださいね」

    そう微笑んで、部屋の中を進んでいき、目的のドアの前で立ち止まる。

    「開けて、くれます？」

    窺う眼差しは、きっと凜々が断るとは思っていない。だが、凜々もまた、断ろうとは思っていなかった。だって私は、流されているんだもの。このくらい……。

    冷たいドアノブを回して、押す。正面には、セミダブルのベッドが見えた。古い物件を探して節約したかわりに、毎日休む場所だけは、ちょっといいものをあつらえたのだ。

    凜々の身体は、すぐにベッドに下ろされた。そのままゆっくりと、押し倒される。

    自分を包み込むのは、いつものシーツの感触だ。だが視線の先には陽人がいて、凜々を見下ろしている。

    「キス、してもいいですか」

    いいと言う代わりに目を閉じる。と、唇に、柔らかなものが押し当てられた。

    「はっ……」

    新鮮な酸素を求めて息を漏らせば、今度は温かな舌が、入り込んでくる。

    舐められ、搦めとられて、吸いあげられて、刺激されているのは口内だけ。それなのに、身体中に熱が生まれる。

    凜々はいつしか、陽人の舌を追うように、自らのそれを差し出していた。広い背中に腕を回して、力を込めて引き寄せる。息が苦しくなる頃に、やっと唇が離れると、ごく近い距離で、陽人が満面の笑みで微笑んでいた。

    あの、犬の陽人だ。

    彼が、凜々の胸を覆う下着に指をかける。

    「……外しても？」

    「……いちいち聞かないで」

    やることはわかっているわ。思いのほかきつい口調で呟くも、その顔が赤いために、彼は笑ったようだった。

    陽人は、背中の隙間に手を入れて、器用に小さなホックを外した。首の上までカップをずらし、あらわになったふくらみを、両手で包み込む。

    柔らかい肉は、彼の愛撫にいとも簡単に形を崩した。先端の赤い場所をひっかかれこねられれば、火がつきかけた身体には、たまらない。

    「あっ……」

    すぐに、高い声が漏れる。しかし耳に届く陽人の声は、冷静だった。

    「スーツがしわになっちゃうね。……俺が、脱がします？」

    凜々は左右にゆるく、首を振る。

    「自分で、できるわ」

    じっくりと脱がされてしまえば、それだけ身体を見られてしまう。それよりは、さっさと自分で脱いでしまう方が、ましに思えたのだ。

    凜々はベッドから足を下ろすと、背筋を伸ばして立ち上がった。

    スーツの上着から、腕を抜く。それだけで、白いブラウスの身ごろは大きく開き、半端な位置に留まる下着が丸見えになった。

    淡いピンクに、白い花が散っているそれは、たいして考えもせずに買った物。いい年をした自分には似合っていないのは、明らかだ。どうして今日に限ってこれをと思いはしたが、動きを止めれば、躊躇いが生まれてしまう。

    わかっているからこそ、そのまま横を向き、ブラウスを肩から落とした。ついでに、ブラもとってしまう。そこで、ごくりと息を飲む音が聞こえた気がした。

    ちらりと視線を上げてみれば、凝視している陽人と視線がぶつかる。

    「……あまり、見ないで」

    凜々は俯き、スカートのホックを外した。ジッパーを下ろし軽く引っ張ると、それはすとん、と足首まで落ちる。次は、ストッキングだ。

    そのウエスト部分に手をかけて、下ろしていく。覆うもののなくなった生肌が空気に触れるのが、ひどく心もとなく感じられた。ただ、既に湿っている下着を身につけたままなのも恥ずかしい。

    凜々は、最後の一枚となったそれを、足から抜いた。ただ、正面を向く勇気がない。

    この身体を見て、陽人は何を思うのだろうと、不安になったのだ。それこそ陽人と同じ年の頃であれば、そこそこ見られたかもしれない。しかし今はだめだ。細身は変わらないとはいえ、身体のラインは確実に、当時とは違う。

    流されて、勢いでここまできてしまったけれど、やはり断るべきだったのではないか。そう思うから、これ以上動けない。しかし、彼は言うのだ。

    「……きれいです」

    その言葉に、凜々は俯いていた視線を上げた。どんな表情でこんなことを、と顔を窺えば、彼は、ちろりと舌を出し、自身の唇に這わせたところだった。

    長く、仕事でたくさんの客に会ってきたから、わかる。彼の言葉に嘘はない。その口元に、そしてなにより、凜々を見つめる瞳の中に燃える情欲は、けして見間違いではないのだ。

    確信をもって、凜々は言う。

    「……あなたも脱いだら」

    陽人は艶然と、口角を上げた。

    「‥…喜んで」

    　

    お互いに生まれたままの姿でベッドに横になると、陽人はすぐに、凜々の上に覆いかぶさってきた。内腿に手を添え、そっと足を開かされる。その奥を撫でた瞬間に、陽人の動きが止まった。ぐちゅり、と湿った音。おそらく、こんなに濡らしてと思っているのだろう。

    「……あなただって」

    硬くしているじゃない。みなまでは言わない。でも、こういう切り返しはずるいだろうかと思うも、陽人の唇に浮かぶのは、薄い笑み。

    「凜々さんが、俺をこんなにしたんです。俺が凜々さんを、こうしたように」

    まるで道のようになっている、ぬるりと滑るひとつの筋。そこを辿り、彼の指は身体の深いところへ通じる入口に、押しあてられた。

    「……すごい……簡単に入りそう」

    「あっ……」

    じわりじわりと、小さな肉が、凜々の内部に侵入する。それは最初、一直線に進んでいたが、すぐに円を描くように動かされた。蜜が、粘膜が掻きまわされて、さらなる熱が生まれていく。

    聞こえる音が恥ずかしく、凜々は目を閉じた。すると今度はそこに、指とは違う、温かな感触が。ぬろり、と動くそれは――。

    「あっ……ちょ、小川くん」

    「久しぶりなら、気持ちいいこといっぱいしないと」

    べろり。舐めあげられる。舌が離れる直前に、先端が敏感な突起をつつくのだから、たまらない。

    「ああんっ……」

    高く漏れた声に、凜々は、自らの手で口を押さえた。しかし陽人の攻撃はやむことなく、あたたかで柔らかな舌先は、泉の奥までも差し込まれた。

    じゅ、じゅ、と湿る音。短く荒い、自分の吐息。

    口を押さえているから、呼吸が苦しい。でもこれを離せばきっと、あられもない声を上げてしまう。

    目を開けると、いつもの天井が見えた。

    濡れている場所、その奥が熱い。ぐるぐると体内で何かが回っているようだ。

    「先輩、声、聞かせて」

    「でも……」

    視線の先、両足の間に、陽人の顔が見える。ああ、声につられて視線を下げるんじゃなかったと後悔するも、もう遅い。

    「聞かせてくれたら、入れてあげます」

    なにを、なんて。聞く必要はない。

    激しく脈打つ鼓動を感じながら、凜々は両手を外した。

    陽人が満足そうに微笑んで、また両腿の間に顔をうずめる――と。

    「ああっ……！」

    舐めながら、いっきに二本の指に貫かれた。

    彼の節ばった指が、体内の肉を探る。ぐるりと回して押し込められたかと思ったら、入口ぎりぎりまで引っ張られた。抜ける、と思った瞬間に、また内部へ。

    「ひゃっ、あっ……」

    ぐりぐりと押し付けられた指は、内壁をばらばらに叩いている。

    押さえられる感じが良くて、でも足りなくて。

    凜々はぱたぱたと、頭を振った。長い髪が、枕を打つ音がする。でも最早、そんな細やかなものは耳に届かない

    「先輩、腰、上がってる」

    下腹に手を載せられて、初めて自分が「もっと」をあからさまに求めていることを知った。

    陽人が優しく凜々の腰を抑え、指を抜く。そこに押しあてられるのは、今度こそ望み通りの熱いモノだ。

    「あ、あ……」

    丸くぬるりとしたものが、入ってくる。凜々はきつく目を閉じた。さっきの指とはまるで違う、太い熱。

    眉間にきつく寄ったしわを、陽人は見逃さない。

    「先輩……大丈夫？」

    薄目を開ける。そこには、額に汗を浮かべた陽人がいた。

    なによ、自分こそきつそうな顔をしているくせに。かっこつけちゃって。

    「大丈夫よ。あなたのいいようにして」

    凜々は両手で枕の端を掴んだ。それを合図に、深く、腰が打ち付けられる。

    「ああっ、やっ、あっ」

    「あ、いい、凜々さん、すごい」

    体がばらばらになりそうな抽送に、凜々はもう言葉を紡げない。

    短い嬌声をひたすら続けているうちに、内部の熱いものが、ぐんと大きくなり、やがて波がやって来る。体の内部がきつく締まったのは、そのすぐ後だった。

    　

    　　　二

    　

    数日後、オフィスのデスクで、凜々はため息をついていた。今日の午後が提出期限の資料が、まったくまとまっていない。いつもの自分なら、とうに完成しているのは確実なのに。

    ……あの子のせいだわ。

    パソコンのディスプレイから視線を上げて、営業社員たちが集まる一角に視線を向ける。彼らは今、電話でアポイントメントをとるための、トーク練習の真っ最中だ。

    男性は、まるで揃えたような、無個性の白いワイシャツ姿。その背中を一瞥しただけにもかかわらず、凜々はあの子――陽人を見つけられる。見つけられるように、なってしまった。

    その間考えていたのは、いつだって、どうして自分はあの夜、彼と身体を重ねてしまったのかということだ。流されて、というのは姑息な言い訳に過ぎない。

    さみしかったのは、ある。でも、いくら彼だけが気付いてくれたにしても、あんな年下の子に抱かれるなんて。これまでは、ぬいぐるみを抱きしめ耐えていたのに。

    まさか、好きだと言われて浮かれていた？　それとも、彼に想いを寄せる美園に対する優越感？

    嫌ではなかった。気持ち良くて、心地良くて、動揺して、安心して……だから、困る。

    「係長、おい、水元係長！」

    「え、あ、はいっ！」

    突然名を呼ばれ、凜々は振り返った。怪訝顔の課長と目が合う。

    「さっきから呼んでいたんだが、きみがぼんやりするのは珍しいな。疲れているのか？」

    「いえ、すみませんでした。……あの、ご用は」

    「ああ、今作ってもらっている資料の期限が明日の昼までで大丈夫になったから、それを伝えようと思ってな。あと昨日のやつ、数字が違ってたぞ。簡単なところだから、俺が修正しておいたが」

    「す、すみません！」

    焦って、思い切り頭を下げる。しかし課長は、気にするなと笑ってくれた。

    それでも、暗澹とした気持ちだ。凜々はパソコンに向き直る途中、再び、ワイシャツの集団に目を向けた。すると、陽人だけがこちらを見ていた。課長の声が、あそこまで届いたのだろう。

    部下に気にかけられるなんて。何でもない風を装って、背を向けようとした矢先、彼の唇が、ゆっくり動く。

    りりさん、だいじょうぶですか。

    直後、いっきに頬が、熱くなった。

    凜々さん、なんて。呼ばれたのはあの日だけだ。あれ以前も以降も、会社では、聞いたことがない。

    それがどうして今、と思ったところで、緩く頭を振った。だめだ、これ以上は考えてはいけない。資料の作成をしなくては、本来の自分に戻らなくては。

    そう意識を切り替え、陽人に背を向けようとした――そのとき。

    美園が彼の、ワイシャツの袖を引いた。

    「小川さん、次、順番ですよ」

    「ああ、ありがとう」

    以前の陽人ならば、そこで彼女に、笑顔を向けていただろう。しかし今、視線の先の彼は、美園の手を柔らかく、確かに払いのけた。

    めずらしい、と思うより早く、美園の瞳が、はっきりと凜々を捕える。

    ……睨まれた？

    敵意を持たれているのは、以前から知っている。だがこの瞬間、自分には何の非もなかったはずだ。

    まさか、陽人が凜々と呼んだことに、気付いたわけでもないだろうに。それとも口パク自体がいけなかったのかと、思いは巡る。ただ、気になることがあれば仕事が進まないのもまた事実。

    凜々は後輩たちから視線を戻し、周囲にはばれないように、細く長く、息を吸った。

    彼女のようになってはだめ。仕事にプライベートを持ち込んじゃ。そう念じて、今度こそパソコンに向き直る。

    資料のデータはもうまとめてある。あとは文章を書き上げるだけだから、集中すれば、そんなに時間はかからず完成するだろう。

    上司が心配してくれたのは、日頃真面目に仕事に取り組んでいるから。信頼にはそれなりの結果を見せなくてはならないのだ。

    　

    結局凜々は、その日の午前中のうちに、資料を提出した。

    「やっぱりきみは仕事が早いな」

    いつも通りに頷いてくれた課長に、内心で安堵の息を吐く。

    これで落ち着いて昼食が食べられると、オフィスを出て、同じフロア内にある給湯室に向かった。ここ数日は気合も入らず、おにぎりだけということも多いが、それでも一応、毎日弁当を持ってきているのだ。

    廊下の一角、扉のない部屋からは、いつもどおり、女子社員の賑やかな声が響いていた。話題はたいてい、仕事の愚痴や噂話。ときには突拍子もない話題もあったが、所詮、休憩時間のことである。上司は部下に口出し無用と、凜々がなにかを言うことはない。

    だが今日ばかりは、部屋に着く前に足を止めた。『係長』という単語が聞こえたからだ。この支社の係長といえば、凜々だけなのである。

    「最近おかしいよね。ぼんやりしてるっていうか……仕事だけが取り柄みたいな人だったのに。さっきもミスしてたみたいだし」

    「ねえ、私気付いちゃったんだけど、あのとき小川くんがね、係長に何かを口パクで言おうとしてたの。ふたりってそんな関係だった？」

    「まあ、前から係長に懐いてたけどねえ」

    「そういえば、飲み会のとき、酔っぱらって抱き付いてたじゃない。まさかあれからなにかあったとか」

    「三十路が、私たちの王子様に手を出したってこと？」

    陽人の苗字に、鼓動が跳ねるも、三十路の単語で、渋面になる。

    まったくひどい言われようね。あなたたちだっていずれ、年をとるんじゃない。

    いくら普段は気にしないとはいえ、さすがに今は、あの場に近寄りたくない。お茶ならば、外の自販機で買えばいいかと立ち去りかけたそのとき、凜々の隣をワイシャツ姿の男性が抜けていった。

    広い背中、くせっけの後頭部。陽人だ。

    「ちょっと……」

    思わず、声を出す。この辺にいたのならば、今の会話は聞こえていただろうに、どうしてわざわざ、煙の立っているところに突っ込んでいくのよ。

    しかし陽人は返事をせずに、真っすぐに給湯室に向かっていった。そして、その入口の壁、肩の高さに、どんと手をつく。

    「陰口はやめてよ。俺が勝手に、先輩を好きになったんだから」

    とたん、女性たちから驚きの声が上がった。

    「係長のどこがいいのよ。あんなワーカホリック」

    「毎日似たようなスーツだし、お化粧だってたいしてしてないし。それって女性としてはどうなのかって、みんな……」

    「そのワーカホリックに、いつもミスをカバーしてもらっているのは誰かな？」

    普段は優しく穏やかな彼である。女子社員たちはぐっと言葉を飲み込んだようだった。ただ、黙っている人物ばかりでは、ない。

    「で、でもそれがあの人の仕事よ。そう言ってたわ」

    美園のどもった声に、凜々は確かに、と頷いた。

    それは、あの飲み会の前。ミスをした彼女とともに、客に詫びに行ったときに、自分が彼女に言った言葉だった。

    部下と一緒に、怒られるのは上司の仕事よ。

    あなたを守るために、私は会社に、お金を貰っているの。

    気にしないで。

    それが、こんなとらえ方をされているなんて。

    気づけば凜々は、その場を離れていた。

    同期よりも先に、係長の役職を得た。実家への仕送り額が増え、親には大いに感謝をされた。

    でも、私がしてきたことは、正しかったのだろうか。

    怖かった。

    仕事をしているだけなのに、どうしてこんなふうに言われなくちゃいけないの。プライベートは、あなたたちに関係ないじゃない。

    悪口なんて放っておけばいい。みんな、どうせ私には敵わないんだから。

    いろいろな想いがぐるぐるとまわる。

    きっと彼女たちは陽人に「どうして係長なんか」と言葉を投げかけているだろう。

    でもそんなことは、凜々だって思っているのだ。

    たぶん、美園たちならば、陽人が声をかければ簡単についてくる。その後はごく一般的なデートをして、ホテルに行って、若い身体を抱きしめることができるはず。

    それなのに、なぜ彼は、年長で、こんなにめんどくさい自分をあえて選んだのか。

    好きです、と彼は言った。それを信じるとしたら、私のどこが良かったというの。

    悩むくらいならば、いっそ本人の口から知りたかった。でもそれは、彼女たちの前で、ではなかったし、どうせ自分は、彼の言葉を素直に信じられはしないだろう。それだけ長い間、恋とは無縁だった。

    凜々は踵を返すと、オフィスには戻らずに、狭い非常階段へ向かった。

    屋上は何もないが、だからこそ人もいない。人目も噂も、気にしなくていい。

    この建物内で唯一、ひとりになれるのだ。

    　

    分厚い鉄の扉を開けて、外に出た。

    風が、首の後ろでまとめた髪を攫い、スカートをはためかせる。

    確かに、毎日似たような格好だな。凜々は自身を見下ろした。白のブラウスに、ひざ丈タイトスカートのダークスーツ。黒いローヒール。アクセサリをつけてきたことはなく、爪のケアもしていない。これでもっと若ければ、就職活動中の学生みたいだ。

    まっすぐ歩いて、建物の端、フェンスの前まで向かう。

    オフィスが入ったこのビルは、三階建てでそう高くはなかったが、それなりに周囲を見渡すことはできた。古びた街並みも、行き交う車も、遠方に見える山々も。都会と呼べるほどでもなく、田舎というほどでもないこの周りのすべてが、目立つところのない自分と同じように思える。

    仕事は一途にやってきた。でも、仕事しかしてきていない。それなのに、それを否定されたら、私はどうしたらいいの。

    これも、仲間と親しくしてこなかったツケね。

    フェンスに手をかけて、俯く――と。

    ドアが開く音が聞こえた。

    そして、次には、こちらへ近づいてくる足音が。

    「先輩……すみませんでした」

    凜々は、ゆっくりと振り返った。上目遣いで、頭半分高い、陽人を見上げる。

    「あんなこと言って……どうするのよ」

    「本当のことですし、ああ言えば、美園さんたちも黙るでしょう？」

    くしゃり、と陽人の顔が、困り顔の笑みになった。まるで迷子の仔犬のようだ。でも、この表情に、今度は流されてはいけない。

    「一度きりのことだもの。気に留めなくてもいいのよ。本気にしてないから」

    できるだけ感情を含まないよう、気を付けて声を出した。陽人がすっと目を細め、一歩、凜々の方へと歩を詰める。

    「……俺は本気だったのに？」

    「小川くん、酔ってたじゃない」

    顔を見ていられず、凜々は視線を逸らした。

    だってお酒を飲んでいても、彼は、優しかった。

    この身体をきれいだと言い、丁寧に触れてくれた。

    でも、ここではっきり言わねばだめなのだ。彼に、自分と同じ、仲間に嫌われる道を歩ませないためにも。そして、凜々自身の迷いを払うためにも。

    そう思い、視線を上げる。

    「私には、あなたはいらない。仕事があればいいの。あなたみたいな若い子、何の役にも……」

    言えたのは、ここまでだった。陽人が凜々を、抱きしめたからだ。

    「立たない？　本当に？」

    彼の力強い腕が、凜々を捕える。

    「俺、好きだって言いましたよね？　先輩の、一晩のさみしさを埋められましたよね？」

    もちろん、覚えてはいる。ただこれ以上、思いだしたくはない。

    「……離してちょうだい」

    自身を包む温もりから逃れようと、凜々は身をよじった。しかし、陽人は腕の力を緩めない。それどころか。

    「だって俺、あなたのことが好きなんです」

    好きです。好きなんです。

    耳元に、何度となく囁かれる。情事の前でもなく、酒も入っていない状況で語られる言葉は、ひどく甘美ではあった。嘘でも本当でも、あの夜のように、この腕に身を任せてしまいたいと、思ってしまうほどに。

    しかし、彼はまだ若い後輩で、将来があるのだ。私なんかを見ているよりも、同年代の女の子と親しくした方が、いいに決まっている。年上が、甘ったれたことを言ってはいけないのよ。

    そう考えるからこそ、凜々は陽人を、思いきり突き飛ばした。

    「私は、そういうつもりはないの」

    「あの日は、許してくれたじゃないですか」

    「あれは、あなたの求めに応じて、流されたふりをしただけよ。そんなこともわからないの」

    「わかりませんよ。だって凜々さん、ドアを開けてくれたじゃないですか。すごくよさそうにしてたし、俺の背中に腕を回して――」

    「やめて。それこそ会社で話すことじゃないわ」

    凜々は厳しい声を出した。頭がきんと痛んだが、そんなことは些細なことだ。それよりも、先を聞きたくない気持ちの方が強い。

    惑わせないで。私を、捕えないで。

    今まで通り、やって行きたいの。

    あなたには、後悔してほしくないのよ。

    凜々は、今度こそ陽人の腕から逃れるべく、彼の肩を押す。

    「仲間とはうまくやりなさい。私は今まで通りにするから」

    「……あの夜は、なかったことにしようということですか」

    「そうね、その方がいいかもしれないわ」

    明らかに責める声に、あっさりと頷いてみせる。陽人は、そんな凜々の肩を、きつく掴んだ。

    「それで、いいんですか？」

    「どういうことよ」

    「先輩は、ひとりに戻っていいんですか？」

    仔犬の瞳が、凜々をまっすぐに見つめている。それを平然と見えるように睨み返し、凜々ははっきりと唇を動かした。

    「この歳になると、そう簡単に変われないのよ」

    陽人は何かを言おうとし、やめて、唇を引き結ぶ。非難する眼差しが痛い。でも、この方が、お互いに安全な道を歩めるはずだ。恋にかまけて、唯一認められてきた仕事を手放す気には、とうていなれない。

    そう思った直後――。

    凜々ははたと気付いた。

    恋にかまけて、ということは、私は小川くんのことが好きなんだわ。

    人なんて、もう好きにならないと思っていたのに。

    変わり始めている、この子のせいで。

    でも、それを言うことはできない。

    凜々は、腕時計の文字盤に視線を落とした。

    「そろそろ休憩時間が終わるわ。別々に行きましょう」

    「……先輩、先に行ってください。俺が後から行きますから」

    「……あと五分よ」

    陽人を残して、非常階段の扉を開ける。

    「今日はまたゲーセンに寄らなくちゃ」

    呟きは、狭い階段の壁に消えた。

    　

    　　　三

    　

    「そっか、小川さんは甘い卵焼きが好きなんですね」

    「子供の頃から食べ慣れてるからね」

    「じゃあ私も、明日から甘くしようかなあ」

    そう言って美園は、実に楽しそうに笑い声を上げた。

    それを聞きながら、凜々はひとりで自作の弁当をつついている。焦げた黄色は、甘い卵焼き。だが明日からは、絶対にゆで卵にしようと心に誓った。

    　

    屋上で話して以降、陽人は凜々に、挨拶もしてこなくなった。業務で必要な最低限の会話はするものの、給湯室ですれ違っても、視線すら合うことがない。

    かわりに、同僚の女性たちとは、親しくやっているようだった。電話営業が続いてオフィスにいるとき、こうして美園と過ごしていることもしばしばだ。

    ただ、当初はそう簡単ではなかった。なにせ、あれだけはっきり、凜々が好きだと宣言した後である。噂はあっさりとオフィス中に広がった。

    「小川、男は尻に敷かれているくらいがちょうどいいんだぞ」と言ったのは課長で、頷いたのは男性社員。女子社員は、窺うようにふたりを観察していた。

    しかし凜々と陽人の会話がないまま日が経つうちに、彼女たちは明らかにそわそわとし始めた。それはそうだろう。『私たちの王子様』である陽人が、手元に帰って来たのだから。

    とくに美園は、陽人がいないときを狙って、優越感に満ちた顔で、凜々を見た。

    「やっぱり、仕事一筋の女じゃ、面白みがないわよね」

    ……こんなの、大したことじゃない。

    凜々はひたすらに、そう言い聞かせた。それに、陽人に、同僚と親しくしろと言ったのは自分である。彼はそれを行動に移しただけのこと。美園が凜々を悪く言うのは、想定内だったはずだ。

    ただ、そう思いながらも、仕事中よりもわずかに高い美園の声が耳に触る。彼女はこの後、陽人の心を射止めるのだろうか。そう考えると、胸の内に、もやもとした闇が生まれるようだ。

    だが、自分はとうてい、彼女のようにはなれやしない。あんなふうに、自ら相手にすり寄るなんて。

    何度も繰り返してきた言葉が、頭を巡る。

    私はやるべきことをやればいい。

    これまでと同じ道を、進んでいけばいい。

    凜々は、職場で熱心に仕事に取り組むのはもちろん、自宅でも資料や関連本を読み込み、知識の吸収に努めた。帰宅して、帰りに買ってきた割引の惣菜を食べて、読書をしているうちに、時刻はいつの間にか夜中を過ぎる。それから入浴して、寝つくのは一時すぎ。睡眠時間はかなり短くなっている。

    それでも。

    「最近、係長はよく頑張ってくれているんですよ」

    「このままいけば、次の査定ではいい結果になるかもしれんな」

    課長と部長の会話が聞こえれば、嬉しくもなる。先日は、売り上げトップの陽人を筆頭とする若手営業社員の活躍のおかげで、支社対抗の競争にも勝利した。そのうえ自分自身も認められるとなれば、ボーナスはそれなりの上昇が見込めるかもしれない。

    金が欲しいわけではない。でも、人の心よりもわかりやすい評価は、安心できるしありがたかった。

    　

    そんな昼間の出来事を思いだしながら、凜々はぬいぐるみいっぱいのソファに体を埋めた。大小問わず放り込んであるおかげで、ソファの主はぬいぐるみ、凜々は端に場を借りている程度になっている。正直に言えばとても座りにくいのだが、包まれていると感じるここは、一番安心する場所でもあった。

    「さて、今日も続きを読まなくちゃ」

    手近に置いたハードカバーを手に取って、しおりが挟んであるページを開く。

    しかし精神的にも肉体的にも無理を続けたこんな生活が、長く続くはずはなかった。

    　

    その日、本社で行われる部課長会議には、当然凜々の支社からも、部長と課長が出席するはずだった。ところが、課長の身内に不幸があり、不在ということになってしまったのだ

    課長代理という役職はないので、せめて話を聞くようにと参加の白羽の矢が立ったのが、係長の凜々である。

    それを伝えられたのは、当日の朝のことだった。

    「午後一番には、支社を出るぞ。水元係長、大丈夫だよな」

    「はい、もちろんです。よろしくお願いします」

    凜々は笑顔とともに頭を下げ……頭がくらりとしたのが、最初のこと。

    寝不足のせいか、それとも栄養不足のせいか。

    曖昧に誤魔化して、自分のデスクに戻る。昨夜はつい読書に夢中になってしまい、ベッドに入ったのは夜中の三時を過ぎていた。おかげで今朝は寝過ごして、朝食も抜きである。

    とりあえず空の胃に何か入れれば違うかもしれないと、凜々は、引き出しに常備してあるチョコレートを一粒、口に放り込んだ。

    「係長、大丈夫ですか？　顔色が悪いですよ」

    報告書を持って来た社員が気遣うも、微笑を浮かべ、彼に小さく手を振る。

    「大丈夫よ、ありがとう」

    のどの痛みや咳はない。ただ、一瞬めまいがしただけなのだ。

    だがお昼になる頃には、体のだるさが顕著になってきた。

    持参したゆで卵とおにぎりで、手っ取り早く昼食を済ませ、近くのコンビニで、風邪薬を購入する。今日を乗り切れば明日は週末だから、ゆっくりできるはず。そう思えば、一日くらいなんとでもなるだろう。

    しかし薬を飲もうとして、ミネラルウォーターを買ってくるのを忘れたことに気が付いた。最近給湯室には近付かないようにしているのだが、今日ばかりは、また買いに出るのが面倒だ。

    陽人と美園は、凜々が買い物に出ている間に、オフィスからいなくなっている。嫌な予感はしたものの、だるさには勝てず、凜々は席を立った。

    廊下をまっすぐに進んでいけば、案の定、女子社員と美園の声が耳に届く。

    「小川さんもコーヒー飲みます？　これ、家族の海外土産なんです」

    ……ということは、陽人もいるのか。気まずい。けれど、薬は飲まなくてはならない。

    凜々は背筋を伸ばして、給湯室の入口に立った。

    「ちょっとね、水を貰おうと思って」

    注目に耐えられず、自分から口を開く。笑顔ひとつない陽人の目線が、刺さるようだった。そのままの表情で、彼は言う。

    「先輩がここに来るなんて、珍しいですね」

    「そう？」

    凜々は首を傾げて、笑って見せた。ふわり、またも頭が揺れて、うまく表情を作れた自信はないけれど。

    　

    その後、言われていた通り部長と本社に向かい、帰社したのは定時を少し回った頃だった。部長は直帰し、凜々は預かった書類を置きに来た。明日が出勤日ならばこのまま持っていても良かったが、土日を挟むのに家に置いておくのは、どうかと思ったのだ。

    「はあ……長かった」

    封筒に入ったそれを、課長の席に置いた瞬間、いっきに襲う、脱力感。頭は相変わらず、くらりと揺れる。少し休んでいきたいくらいだが、座ればもう立ち上がるのが嫌になってしまうだろう。そう思い、そのまま踵を返して、オフィスを出た。

    エレベーターで一階へ。ビルを出たところで、まっすぐな背中と、くせっ毛が、見える。

    「小川、くん？」

    こんなところで何をしてるの、と聞くよりも早く、陽人は凜々に近付いてきた。

    「昼間、珍しくあんなところに来るから、待ってたんです。……今は、顔赤いし」

    凜々の首筋に、大きな手のひらが触れる。

    ひんやりと冷たいのは、彼の体温が低いからではないことは、知っている。案の定、陽人は不満あらわな、難しい顔をした。

    「……これ、悪化してるんじゃないですか？」

    「大丈夫よ？　だるいけれど、家に帰れば、明日は休みだし……」

    いきなり彼が肌に触れ、話しかけてきたことに動揺しながらも、凜々はおずおずと答えた。しかし陽人は、彼女を睨み付ける。

    「今は就業時間外だ。先輩の言うことはききません」

    言って、凜々の荷物を奪い、そして。

    「行きますよ」

    「えっと……どこへ？」

    「先輩の家です。当たり前でしょう？」

    　

    陽人に手を引っ張られるようにして、進む。彼は駅前で一度足を止め、タクシーに乗るかと聞いてきたが、凜々は断った。

    「大丈夫よ、あまりに近いと、運転手さんにも申し訳ないし」

    だがその返答は、陽人にとって望ましいものではなかったらしい。彼は凜々に、あからさまに責める視線を向けた。

    「先輩、もっと自分を大事したほうがいいんじゃないですか。大丈夫大丈夫って……今日だって、熱があるって言えば、部長ひとりで行ったかもしれない。なんでそんな、無理するんですか」

    それは、そうかもしれない。

    ただ、頼まれた仕事を断るなんて、よほどのことでない限り、凜々にはありえなかった。そして今彼女にとって、よほどのことは起こっていない。

    「私は動ける、ちょっと体が重いけれど、意識だってはっきりしているわ」

    凜々は、握られている手を振り払おうと、腕を振った。しかし陽人は許さず。より強い力で、凜々の手のひらを掴んでくる。

    「体が重いのも、発熱が理由なら問題でしょう」

    男の力でそうされれば、もうこれをほどくのは不可能だった。ただ、従順には従わないという意思を込めて、凜々は厳しい声を出した。

    「私には、それだけ仕事が大事なのよ。あなたに文句を言われる筋合いはないわ」

    地元を離れて入学した大学を、卒業する頃に父が倒れた。命はとりとめたが働くことはできなくなって、家計と弟の学費のために、仕送りを続けてきた。

    つい先日、彼が学校を卒業し、就職をするまで。同世代の男性に、仕事ができることを生意気と言われても、かわいげがないと言われても、働くしかなかったのだ。

    今までに誰にも語ったことがない過去を、凜々は陽人にも話しはしない。ただ、熱のせいか、緩くなった涙腺のせいで、目頭が熱かった。一言発して唇を噛みしめた凜々から、彼は何かを察したのだろう。一転し穏やかな口調で、「でも」と呟いた。

    「体調崩したら、大好きなお仕事できないんだから、本末転倒でしょう？　案外馬鹿だね、凜々さん」

    呼んだのは、ちょっと皮肉気な声。それなのに、過去の男たちの言葉のように、嫌な印象は受けなかった。

    彼はさらに、言葉を続ける。

    「それに、筋合いがないなんて言わないで。俺は、あなたが好きなんだから」

    「まだ、そんなことを言うの？」

    一度は封印した彼への想いが、再び凜々の胸からあふれ出す。そうなったら厄介だと思っていた。でも実際、こんなに嬉しく感じるなんて。

    「俺はあなたに言われた通り、仲間とうまくやってるよね。仲を修復するように、お昼はみんなと食べてるし、あなたとのことも否定した。だから、次は俺のお願いを聞いてほしいんだ」

    陽人が、ゆったりと手を引いている。

    以前のように、話しかけてくれている。

    喜びを隠すために、凜々はあえて、落ち着いた声を出した。

    「……それは、なに？」

    陽人は振り返り、表情いっぱいに笑みを見せる。

    「あなたが元気になるまで、看病させてほしい」

    ――もう断れなかった。

    　

    　

    「ほら、早くそんなスーツ脱いで。部屋着に着替えてください」

    陽人は凜々の家に着くなり、そう言って彼女を寝室に押し込んだ。

    その間に、自身はキッチンに向かう。夕食の準備をしてくれるらしい。

    「ちょっと時間かかると思うんで、休んでてくださいね」

    がさがさと、鞄から何かを取り出す音。水が流れる音、鍋が火にかかる音と続いてじきに、凜々の前に出てきたのは、卵を落とされ、茶碗に盛られたお粥だった。

    炊飯した米から作ることもできるものだが、冷凍庫のストックはなかったはずだ。

    「お米から作ったの？」

    「はい。コンビニにレトルトもあったんですけど、凜々さんには手をかけたものを食べて欲しくて」

    実家住まいをしている彼が、母親にされていることを、そのままなぞったのだろうか。どちらにしても、長く独り暮らしをしている凜々にとっては、食事が出てくるだけでもありがたい。

    手を合わせ、添えられていたスプーンで粥をすくう。その前で陽人は、コンビニ弁当を開け始めた。

    「自分のはそれでいいのね」

    「とりあえず、胃に入ればいいんですよ」

    さらりと告げられた言葉に、凜々はスプーンを口元に運ぶ手を止めた。

    たった今、凜々に対しては手をかけたいと言ったばかりなのに。

    自分が特別だと言われているようで、顔がにやけそうになる。しかし表面上は、いかにも若い男性らしい回答に、呆れた風に苦笑した。そう簡単に、胸の内を晒すわけにはいかないのだ。

    止めた手を動かして、粥を一口。

    「うん、おいしいわ」

    「本当？　良かった。まだありますから、たくさん食べてくださいね」

    ここに来るまでの間不機嫌だった彼は、今はもうすっかりご機嫌だ。

    　

    食後、陽人は、薬を飲んだ凜々をベッドに押し込んだ。

    柔らかな感触に包まれて、凜々はほうっと息を吐く。

    「こんなに甘やかされたのは初めてだわ。子供のときから、しっかり者で通っていたのよ」

    言えば陽人は、凜々の額に当てていた手で、その頬をすっと撫ぜた。

    仔犬のようにあどけなくも、あの日凜々を抱きしめたように異性を感じさせるでもない、穏やかな眼差しが、凜々の瞳を捕える。

    「ねえ、凜々さん。あなたにとって俺はただの若造かもしれないけれど、俺は食事の支度だってできるし、売り上げトップだって、とることができるんだ。あの支部対抗のときは、そのために頑張った。……だから、もっと俺を頼ってよ」

    「頼るって……」

    「だって俺、役に立ってるでしょう？」

    はにかむ陽人に、ノーということはできなかった。今、彼がいてくれることで、凜々はずいぶんと癒されているからだ。美味しい食事も、温かな体温も、何より陽人が自分を想ってくれていることに、安心を覚えている。

    でも……わからないことも、ある。

    凜々は陽人を見上げ、ここしばらくの間、気になっていたことをついに口に出した。

    「どうして、私なの？」

    もっと若い子じゃなくて……美園さんでもなくて。

    すべてを打ち明けるほどに、プライドを手放せない。だから短い問いになったが、陽人は即答してくれた。

    「俺に色目使わないから、かな」

    「色目って」

    くすりと笑った彼につられ、凜々も微笑む。しかし陽人はすぐに、真剣な顔をして、凜々を見つめてきた。

    「だって先輩、すごく真面目じゃないですか。愚痴も弱音も、みんなの前では言わない。でも、実はあの屋上でいろいろと考えているんでしょう？　だからこの前、俺は迷わずあそこに行ったんです」

    凜々は口をつぐむ。その通りだった。若い子たちに落ち込む姿など見せたくないし、上司に自分ができない社員だと知られたくもない。

    「俺もこの会社に入ったばかりの頃、先輩にはずいぶん助けられました。でもあるとき、仲間の前に立つあなたを、守る人は誰だろうと考えたんです。そして、俺がなりたいと思った。俺はね、凜々さん。細い腕でみんなを支えようとする、あなたの強さに惚れたんだよ」

    凜々は息を飲んだ。

    他の後輩たちより、特別扱いした覚えはない。それなのに、彼はここまで注意深く、自分を見つめていてくれた。自分を知ろうとしてくれた。陽人にとっては、凜々が仕事一筋であることも、年上であることも、なんら障害にはなっていないのだ。

    愛おしい。彼が、好きだ。

    実感した瞬間、目頭が熱くなる。それを誤魔化すために、寝返りをうち、陽人に背を向けた。

    「凜々さん、もしかしてご飯食べて具合悪くなっちゃった？」

    「……違うの」

    涙に濡れた枕に顔を押し付け、細く息を吸う。これくらいでは、気持ちは落ち着かないだろう。でも、他にどうしていいかわからない。

    だって弱っている時に、こんなふうに優しくされたら。自分の存在を肯定されたら。きっと私は、彼に本気になってしまう。ううん、もう、とっくに本気になっている。

    この涙に、たぶん陽人は気付いているだろう。だって、急に背を向けるなんて、不自然だ。ただ、彼は知らないふりをしてくれている。

    それに甘えて、もっと顔を隠したくて、凜々は布団にもぐり込むように身体を動かした。そこに、陽人の手がとん、と載る。

    「大丈夫なら、このまま眠っちゃいなよ。俺がついていてあげるから」

    布団を叩く陽人のリズムが心地よく、目を閉じる。そのうちに、凜々は、とろとろと眠りに落ちていった。

    　

    翌朝目覚めると、目の前には、さらりとした、温かい世界が広がっていた。

    「なに……」

    寝ぼけた頭で一瞬考え、はっと目を見開く。

    眼前を埋めるのは、ワイシャツ姿の陽人の胸。

    一緒に布団に入った覚えはない。それなのに、どうして抱きしめられているの。

    焦って体を起こそうにも、陽人の腕はきつく凜々に絡まっている。彼の体温を感じながら大人しくしていれば、このまま眠ってしまいそうでもあった。

    でも、それも良いかもしれない。

    そうだ、このまま二度寝して、そのうちに相手が先に起きれば、離れてくれるはず。そうしようと思ったところに、陽人に声をかけられた。

    「おはようございます。良かった、熱は下がったみたいだね」

    彼は心の底から嬉しそうに、凜々のまぶたに、頬にとキスを落としていく。

    そのひとつひとつが、凜々を大切だ、愛おしいと言っているよう。それは昨夜沸き上がった彼への好意を思い起こすには、十分すぎるものだった。

    でも、唇に触れようとしたところで、凜々は待ったをかける。

    「だめ、これ以上は……」

    「もっと欲しくなっちゃうから？」

    「ば、ばかね！」

    あけすけな言葉に頬を染めれば、陽人は実に楽しそうに、声を上げて笑った。その後すぐ、彼の腹がぐうと鳴る。

    「ほら、起きて。朝食を作るわ。小川くんはシャワーでも浴びてきたら？」

    「……じゃあお言葉に甘えて、そうしようかな。でも……」

    そこで陽人は、悪戯っ子の、仔犬の笑み。

    「先輩も一緒に入りません？」

    「え、でも、うちのお風呂はそんなに広くないから……」

    「一晩一緒にいたご褒美、ください」

    それはあなたがいたかったんでしょうと、以前の凜々なら言っていたかもしれない。でも期待に満ちた眼差しを見てしまった今、同じ言葉を告げることはできなかった。浴室はユニットバスではないから、とりあえずふたりで入ることも不可能ではない、だろう。たぶん。

    　

    ボディソープをつけた陽人の手が、凜々の体のラインを辿って行く。座る余裕はないから、ふたりとも立ったままだ。

    「あっ……ちょっと」

    「ん？　どうしました？」

    「そこっ……」

    背中を洗っていた陽人の手が、いつしか尻を揉んでいた。その指が双丘の谷間に触れて、身を硬くする。しかし陽人は気にせずに、前方へと指を進めた。

    「はっ……」

    指の腹が、凜々の敏感な芽に触れる。ぐり、と押さえつけられて、内腿には自然に力が入った。

    「ここ、でするの……？」

    こんな明るい中で、と思って聞けば、陽人はくすくすと笑いながら、いかにもなことを言う。

    「……なにを？　俺は丁寧に、凜々さん身体を洗っているだけだよ」

    そのくせ指先は、敏感な箇所をぐりとこね、溢れてくる蜜をすくい、それをさらにこすりつけてくる。

    「あんっ……」

    「あれ、どうしてそんな声を出すの？　ぬめりも止れないし……おかしいな」

    わざとらしく首を傾げて、シャワーを手に持った。なんて楽しそうな、確信犯。思うのに、感じる身体は、彼が次にとるだろう行動を止められない。開いたままの足の間で、シャワーヘッドから湯が噴き出ている。それは、案の定――。

    「ああっ……」

    両足の間、小さく尖った場所を水流で刺激され、凜々は背をそらした。それだけでも十分すぎるほどなのに、陽人の指が、閉じている場所を開き、入口付近をそっとなぞる。

    「まだきれいになりませんね。ここに栓をしないとだめかな」

    言い終わるや否や、体内に指が押し入ってくる。熱くなった内壁をこすられて、凜々は高く声を上げた。それなのに、陽人はからかうように、笑っていた。

    「あれ、してもだめかな？　隙間から漏れてきそうだ」

    「ふ、ふざけないで……」

    これ以上進めないほどに差し入れられているのに、さらに指を押しつけられるのが、たまらない。浴室は、声が響く。嬌声にならぬよう、弱い声で反論すると、陽人は指を抜き、凜々の体を反転させた。

    「転ばないように、壁に手を当てて……もう少しこっちに」

    文句を言いながらも期待している。凜々は、言われるまま、腰を突き出す姿勢をとった。すっかり濡れそぼった場所が、ぱかりと開くような気がする。ここに、このまま入れられるだろうか、と思いきや――。

    「丸見えだね、凜々さん」

    「えっ……！」

    首だけで振り返ってみれば、そこをじっと見つめる彼がいる。

    「ちょっと、やだっ……」

    とっさに足を閉じようとしたものの、それより先に、陽人の熱が当てられた。丸い先端が蜜にまみれた肌に触れ、一瞬、息を止める。その間に、硬い芯は、じわじわと体内に潜り込んできた。持ち上げるように貫かれ、凜々は淫らな声を上げる。

    「ああんっ……」

    「どう、ですか？」

    「はっ……どう、って……」

    繰り返される律動は、気持ちいいに決まっている。でもはっきりと言えなくて、目を閉じ、彼の動きに身を任せた。こうしてしまえば、彼に見られていることも忘れてしまえる。

    ゆらゆらと揺れる凜々の首筋に、陽人のキスが落ちる。

    「俺は気持ちいよ……お風呂だからかな。凜々さんの中、あったかくなってる気がする」

    ゆらりと腰を押し付け、円を描かれて。

    何度も何度も貫かれ、自分の声が響くのを聞きながら、凜々は達した。

    　

    　　　四

    　

    弁当は、交代で作っている。今日は陽人の順番だ。

    「普段から料理をするわけじゃないんでしょう？　大変じゃない？」

    「冷食も使ってますし、レシピを見れば大丈夫ですよ。そのうち、もっとうまくなりますからね。先輩も、俺はやればできるって、知ってるでしょう？」

    胸を張る陽人に笑いながら、凜々は焦げ目のついた卵焼きを口に入れた。凜々と陽人、ふたりの好みに合わせて、味は甘めになっている。

    使うと言っていた冷凍食品も、肉があまり得意ではない凜々のために、野菜中心に選んでくれているらしい。二十代半ばの男性ならば、もっと重いものがいいだろうに。しかしそれを言えば、陽人は首を左右に振るのだ。

    「これも、凜々さんを支えるということにつながると思うんです」

    しかし周囲はこの変化を、スムーズには受け入れてはくれなかった。

    「本気で付き合い始めたの？」

    「大丈夫、小川さん、すぐ飽きるよ。あんな仕事が恋人みたいな人」

    美園たちは、噂話をしないという選択はないようだ。陽人がひとりでいるときは「小川さん、小川さん」と以前と変わらず慕っているが、凜々がいるとこうである。小声だから、聞こえないと思っているのかもしれない。聞かないようにと思っても、音は自然と耳に入ってくるものだというのに。

    「……明日から、屋上行きます？」

    陽人も嫌気がさしたのか。それとも凜々に気を遣ったのか。そう提案してくれたが、そろそろ初冬、外で食事というのも辛い時季である。それに、だんだん、根比べのような気もしてきているのだ。

    「大丈夫。みんなそのうち飽きて、言わなくなるでしょう」

    陽人が想っているのは自分だけ。そして自分もまた陽人を好きだからこそ、この状況にも耐えられる……と、思っていたのだが。

    「でも、係長でも『好き』とか言うのかな」

    「考えられないね」

    そんな言葉に、凜々は目を瞬かせた。

    好き、なんて。今まで言ったことがあったかしら。

    彼への好意を意識したのは、いつだっただろう。

    最初に気が付いたのは、屋上で会った昼休みだった。それが、陽人が看病してくれた夜に確信に変わって……と考え、はっと息を飲む。

    私、陽人に、好きだって言ったことがない。

    いつだって、想いを叫ぶのは、胸の中だけでのことだった。彼はまっすぐに、伝えてくれているのに、だ。

    実家の定番というじゃがいもの炒め煮から、陽人へと視線を移すと、彼は怪訝な顔で、凜々を見つめた。

    「璃々さん、難しい顔して、どうしたの？　口に合わなかった？」

    「えっ……？　ううん」

    そうじゃないの、そうじゃなくて、と思っても、言うことはできなかった。陽人は、彼女たちの言葉が凜々を傷つけたと思ったのか。

    「俺は、ありのままの凜々さんが好きですよ」

    穏やかな笑みとともに、そう告げられる。

    でも、ありのままってどういうことだろう。

    私は彼に、告白ひとつしていない。全部を見せているわけではない――。

    こうやってマイナスに考えてしまうのは、もはや凜々の癖のようなものだった。過去の男性たちの心ない言葉が、そうさせたのだ。

    黙りがちになった凜々を心配し、陽人は美園たちに目を向けた。いよいよ注意をしようとしたのだろうが、凜々は目配せし、それはしなくていいと示す。

    陽人は一瞬口を尖らせたものの、すぐに弁当に意識を戻し、同時に機嫌も戻していた。

    「先輩、今日も一緒に帰りましょうね」

    普段はあえて言わない約束事も、わざわざ口にしてくれる。そう、彼はいつでも素直でまっすぐで、それが、とても愛おしくて。

    弁当は確かに美味く、陽人は優しかったが、凜々の内心は、穏やかとは言えなかった。

    　

    それでも、またミスをするようなことがあってはならないと仕事に専念し、なんとか無事に、午後の業務を終了した。そして、帰路につこうとしたときのこと。

    「水元係長、ちょっといいかい」

    席を立った凜々を、課長が呼び止めた。どうやら先日、代理で参加した会議のことで話があるらしい。

    「ごめんなさい。ちょっと待っててもらえる？」

    帰りがけにわざわざ呼び止めたのだから、大切な要件なのだろう。凜々が伝えると、陽人はショルダーバックの蓋を閉じて、それを肩へとかけた。

    「わかりました。外で待ってますね」

    オフィスの外を指定したのは、凜々の邪魔にならないためか。

    課長のもとに向かい、求められるまま、資料について説明をする。もともと昼間、部長に話を聞いていたのか、ふたつみっつの質問に答えるだけで、凜々は解放された。

    よかった、陽人を待たせずにすんだ。

    お先に失礼しますと頭を下げて、オフィスを出る。しかしフロアで待っているはずの陽人がいない。どこに、と周囲を見渡すと、給湯室に向かう柱の陰に、いつも通りの広い背中と、くせっ毛が見えた。そして、彼の向こうには、女性――美園の姿が。

    なぜふたりが、と思いはしなかった。なぜなら彼女は、今にも泣きそうな顔で、陽人を見上げていたのだ。

    「どうして、あの人なんですか？」

    「それは、好きになったからとしか言えないな」

    「でも前には、付き合ってないって言いましたよね」

    「人の気持ちは、変わるでしょう？」

    「それは……そうですけど……！　私には、告白するチャンスも与えてくれなかったじゃないですか」

    「それがもう答えだってことに、気付かない？　俺は、あからさまに悪口を言う人は、好きじゃないんだよ」

    美園は、きれいに化粧が施された顔を、ぐしゃりと歪めた。いつものようにつんと澄ました彼女とは、まるで違う表情。陽人はただ黙って彼女を見下ろしていたが、これ以上話すことはないと判断したのだろう。

    「じゃあ俺、もう帰るから」

    あっさりと背を向け、立ち去ろうとする。しかし彼が振り返る前に、美園がかすれた声を出した。

    「待ってください」

    「待てないよ」

    「今、五分くれたら、あとはもう何も言いません。水元係長にも……」

    お願い、とすがる眼差し、ではなく。たぶん、凜々の名前が出たから、陽人はその場を動かなかった。胸に飛び込んできた美園を、抱きとめることもせず、彼は立ち尽くす。

    彼女の震える肩を抱くことも、優しい言葉をかけることもなく、笑顔ひとつない無表情は、ただ時間の経過を待っているのは明らかだった。

    これが、本当にあの陽人なの？

    あの、美園さんなの？

    自分も陽人を好きだと自覚しているのに、彼が自分を選んでくれてうれしいはずなのに、どうしても、美園の方が気になった。子供じみた嫌味を言っていた彼女は、実は、自分以上に陽人を求めていたのではないか。そう、思えてしまうほどに。

    守られたいと思っていることに気付いてくれたのは、彼だけだった。それなのに、私はたった一言の、愛の言葉すら言えていない。美園さんのほうが、よほど素直な想いを向けている……。

    陽人は、ありのままでいいと言ってくれた。

    でも本当にこれでいいの？

    凜々は彼らから顔を背けると、背を向けて、エレベーターへと向かっていった。どうしても、陽人と話す勇気が出なかったのだ。

    　

    オフィスのビルを出た足は、自然とゲームセンターへの道を辿った。

    今まで嫌なことがあるたびにぬいぐるみをとってきた。そんなに興味もないけれど、それらは凜々に、ぬくもりと達成感を与えてくれる。

    「……へえ、この子が新入荷なんだ」

    賑やかな店内の、いつもの機械。ガラスの向こうにある、太った豚のぬいぐるみは、尻尾がハート形になっていた。

    凜々は、トートバックから財布を取り出すと、中央に置かれている一匹に狙いを定めた。

    ボタンを押して、クレーンを動かす。

    それはゆっくりと目的のぬいぐるみに向かった。しかしアームがピンク色の頭のあたりをかすめるも、ぶたは数センチ動いたのみ。

    「いつもはもっと引き寄せられるのに」

    つぶらな黒い瞳が、凜々を見つめている。それは犬のような愛嬌で微笑む、陽人を連想させた。

    私は別に、この子がいつもの機械に入っていたから、狙っているだけよ。

    再び、クレーンを動かすべく、ボタンを押す。

    二度目のチャレンジでは、少々後ろ過ぎたようだ。ぶたの尻尾に触れることはできたが、体を動かすには至らなかった。

    ぐにゃりと潰れた柔らかいハートが、アームが離れると同時に元に戻る。

    三度目で、やっと体の中央、丸い腹のあたりを掴むことができた。ぶたの体が持ちあがる。だが、頭が大きくバランスが悪いからだろう。それはすぐに、下へと落ちてしまった。

    「……だめね、今日は」

    癒しのはずのゲームセンターが、全然癒しを与えてくれない。

    ガラスの向こうでは、プラスチックの黒い目が、こちらを見ていた。尻尾は、やっぱりきれいなハート形。それは昔から、愛の形を示すもの。

    凜々は、ボタンが並ぶ場所に視線を落とした。ぽつりとそこに、涙が落ちる。

    陽人に似た、つぶらな瞳。歪んだ尻尾は元通り。そうよ、こんなに集中できていないのに、とれるわけなんてない。

    それでも、このまま諦めたくはなかった。凜々は再び財布を取るべく、トートバックを覗きこむ。

    ぽたぽたと落ちる滴が、革製の財布の色を変えていく。どうせあとはもう帰るだけだ。化粧なんてどうでもいいと、手の甲で目をこすったところで、名を呼ばれた。

    「凜々さん！」

    びくりと、肩が揺れる。

    賑やかな店内であるにもかかわらず、凜々はその声を、はっきりと聞きわけることができたからだ。

    「もう、どうしていなくなっちゃうの」

    陽人は大きな歩幅で、寄ってきた。凜々はその視線から逃れるように、彼に背を向けて、両手で涙をぬぐいとる。多少肌が赤くなったところで、泣き顔を見られるよりはましだった。

    声が震えないように気を付けて、視線は上げずに口を開く。

    「あなたこそ、どうしてここがわかったのよ」

    聞きながらも、驚いてはいなかった。

    だって、あの場から逃げながら、行き場のヒントすら与えなくとも、本当は、来てくれればいいと思っていたのだ。

    彼に、どんな顔をして会えばいいのかわからなかった。弱音なんて、言いたくなかった。でも、これも自分の一面だと知ってほしかった。

    矛盾だらけの想いの、どれにも素直になれやしない。ああ、恋とはなんて、厄介なものなんだろう。

    陽人はそんな凜々の想いには、気付かないまま。彼女に並び、耳元の唇を寄せてきた。

    「前に、ここの袋持っていたでしょう？　あのとき、大変だったんですってね。知ってたんです、俺」

    喧騒を避け、声を届けるためだということはわかる。しかし耳朶に感じる吐息に、凜々の胸はどくりと打った。だが、会話の内容は、心浮かれることではない。

    陽人はあの日、凜々と顧客の間で交わされた話を、知っているということなのだから。

    　

    「なんだ、上司という割に、ずいぶん若い娘さんだね」

    「あなたの誠意に免じて、今回は許してあげましょう。でも……そんなに仕事熱心だと、君の将来の旦那さんは大変だよ」

    「ああ、だから独身なのか」

    指輪のない指を見て、彼は失笑した。

    「会社で地位を得てもね、所詮、砂上の楼閣なんだよ、お嬢さん。君はいつか追い越され、その場を追われる。そして、そのときにも、ひとりだ」

    セクハラだと言うことは、できなかった。

    　

    そんなことがあった後の飲み会に来ずに、ここの袋を持っていたから、今回もここにいると思ったんです、と陽人は言った。

    「だって今日、どこかに寄る必要があるなら、そう言ってくれていたでしょう？　先輩、なにが原因ですか」

    陽人の唇は、相変わらず凜々も耳をかすめている。聞こえないふりはできないが、答えたくはなかった。

    黙ったままでいると、陽人が、ガラスケースに目を向ける。

    「それにしても、俺よりぬいぐるみのほうがいいんですか。こんなの、なんにもかわいくないじゃないですか。顔だけ妙にリアルだし、毛もほとんど生えてない。触り心地が悪そうだ」

    わざと道化を演じているのだろう。いかにも拗ねていますという様子で突き出した唇に、凜々の肩から、自然と力が抜けていく。

    ちょっとだけ、似ている気がするけど。言えば「だからこれが欲しいんですか？」と返されそうで、それはあえて黙っておいた。

    代わりに、常々思っていることを、口にする。

    「見た目は別にいいのよ」

    「え、かわいくて癒されるから、好きなんじゃないですか。家にもいっぱいありましたよね」

    「別に、かわいくなくてもいいの。そこにあれば」

    陽人は、凜々が言っている言葉の意味はわかるものの、その内容は掴みかねているようだった。首を傾げて、ぶたを見ること数十秒。

    「そこにいるのがいいなら、俺がいるじゃない。凜々さん、俺のこと嫌い？」

    軽い台詞に反して、真剣な眼差しに、凜々はこれが、彼の本音なのだとわかった。だったら流すことはできないと、凜々は陽人を振り仰ぐ。

    「……嫌いじゃないわ。でも、あなたにはもっとまっすぐで、素直な女性が良いかもしれないって――」

    そこで陽人は、はたと気付いたような顔をした。凜々の肩に手を置いて、自分の正面を向かせる。

    「俺が、美園さんと話しているのを見たんですね。でも俺、ちゃんと断りましたよ」

    「知ってるわ。……でも美園さんが」

    「抱き付いてきたこと？　あれだって彼女が勝手に……って、見ていたんなら、それもわかってますよね？」

    「……ええ。でも」

    「でも、でもって、さっきからなんなんですか！」

    陽人はついに、大きな声を出した。

    「璃々さんは、俺のなにが不満なんですか。俺はあなたを選んだ。そして、あなたも俺を選んでくれたんじゃないですか？　本当にあなたという人は、仕事のときはあんなに頑張っているのに、どうして俺とのことになると、そんなに自信なくなっちゃうの。俺を信じられないの？　そんなことはないよね？」

    こんなに激昂する陽人は、初めてだ。凜々は思わず一歩、足を引いた。そうしながら、驚き震える口を、動かす。

    「ない……ないわ。でも、私は陽人になにも言ってないのよ。好きも、ありがとうも言えないの。美園さんみたくまっすぐには――」

    先に進むにつれて、凜々の視線は下がって行った。しかし反対に、陽人の唇は、ゆっくりと、笑みの形に変わっていく。

    「今、言ってくれたじゃないですか。凜々さん、今、俺のこと好きって言ってくれましたよね？」

    凜々は、はっと口に手を当てた。

    でもそうじゃない、もっと。もっと勇気を出さなくちゃいけない。彼は自分を切り捨ててない。仕事ができるって褒めてくれた。女のくせに生意気だなんて、思ってない。

    ふわふわの、若い女の子には戻れない。でも、三十路の自分は、変わったのだ。確かに、彼のおかげで。

    顔を上げ、まっすぐに、笑顔の陽人をじっと見つめる。もしかしたら、涙の跡に気付かれてしまうかもしれないが、もうどうでもよかった。

    ゲームセンターの騒音に負けぬよう、声を張り上げる。

    「陽人が好き。ぬいぐるみよりも、ずっと」

    勢いのまま腕を伸ばし、陽人の首に絡めれば、彼もまた、凜々の背中に腕を回してくれた。

    「俺もだよ、凜々さん。あなたを愛してる」

    ゲーム機の前で、人目もはばからず、互いを抱きしる。しかし、それだけで当然足りるはずはない。陽人は凜々の手を引くと、出口に向かって走り出した。

    「すぐに帰ろう、俺、凜々さんがほしい。すごくほしい」

    　

    玄関に入るなり、ふたりは深く、唇を重ねあった。

    「んっ……はっ」

    触れあうのではなく、貪る口づけ。陽人の舌が凜々の歯列をなぞり、奥にある舌を絡めとる。

    その間に、彼の右手は、凜々のタイトスカートをめくり上げた。

    太ももから後ろへと回った手のひらが、ストッキングに包まれた、凜々のヒップを撫ぜさする。強く揉まれると、その刺激が、両足の奥にも伝わった。引っぱられる感覚に、じくりと疼くものがある。

    それがわかっているかのように、陽人はそこに、指を這わせた。蜜口を下着の上から押さえられると、薄布にはとろりとしたものがしみ込んでいく。

    「これが」

    邪魔だと、言いたいのだろう。

    「脱がすよ、凜々さん」

    陽人は、最初のときにように、多くを聞いてはくれない。それどころか、答えも待たずに、ストッキングごと、さっさと下着を下ろしてしまう。

    太腿の途中という半端な位置にあるおかげで、足はたいして開かない。それでも陽人の指は、すっかり湿った箇所に、触れてきた。

    「あっ……」

    敏感な芽をこすり、指は中心のラインをなぞって、さらに奥へと進んでいく。濡れた入口をぐるりと巡ると、一本、中へと潜入を果たした。

    「はっ……」

    入ってくる。その感触に、凜々は熱い吐息を漏らす。

    指が抜き差しされると、声はいよいよ抑えきれなくなった。その口に、陽人のキスが重なる。

    「んっ……んん」

    差し込まれた舌が、凜々の口内を蹂躙する。その激しさに、息がうまく吸えなくて、呼吸が苦しくなってきた。それでも陽人は、角度を変えて、何度も何度もキスをする。

    喘ぎたいのに塞がれて、酸素が足りないまま、身体の奥を探られた。

    「はっ……」

    やっと数センチ唇が離れて、凜々が息を吸ったとき、陽人は細やかな声で言う。

    「ここじゃ声、聞こえちゃうかも」

    途端凜々は、この場所が自宅玄関であることを思いだした。

    右に視線をずらせば、確かにアパートの、見慣れた古いドアが見える。廊下と部屋を隔てる一枚。これはどれほど音を遮ってくれるのか。……いや、こんなところで、こんなことをするべきじゃない。

    それなのに、陽人は嗤って、差し入れたままの指を、いっきに奥へと突き入れる。

    「ああっ……ふっ……」

    今度はキスは、してもらえない。凜々は唇を噛んで耐えるしかなかった。

    自分の両足の間から、濡れた音が響いている。ふ、ふ、と漏れる息に、陽人は口角を上げた。

    「すごい、求められてる気がする。……これ、だよね」

    陽人は凜々の手を取ると、それを自分のモノに触れさせた。

    スラックスの下で、既に存在を主張している熱の塊を、凜々は柔らかく握る。

    そう、これ。これが欲しい。

    口を開ければ声が漏れる。だから陽人の顔を見上げるだけで伝えれば、陽人はちろりと自身の唇を舐めた。指を抜き、その熱を凜々の腰に押し付けてくる。

    「んんっ……！」

    「はっ……きもちい」

    耳元で響くかすれた声に、望まれているのは自分の方だと知った。それがひどくうれしくて、身体中の血が沸騰するみたいだ。

    すっかり情欲に濡れているだろう瞳で陽人を見ると、彼は噛みつくようなキスを寄越した。獰猛に唇を割り開かれ、腰をさらに強く、押し付けられる。

    「ここで？　それとも……」

    吐息で問われ、凜々の視線は、部屋の向こうへ。

    「ベッドに行かせて……」

    あの日のように、躊躇ったりはしなかった。

    　

    陽人はいつになく乱暴に、凜々を押し倒した。

    バウンドする身体の服を脱がせて、性急に全身を探る。その手が熱くて、心地よくて、凜々は何度も身をよじった。

    そのうちに陽人の指は、先ほど抜き差した場所へと到達する

    「もうぐしょぐしょだね」

    入口に少し触れて、濡れた指を凜々に見せつけた。

    「こんなに期待してもらって、うれしいな」

    「やっ……そんなこと、はっきり」

    「だって、そうでしょう？　だから準備万端、こうしてびしょびしょにしてるんだから」

    指を差し入れ、ぐるりと手首をひねって一回転。

    ぬちゃり。

    玄関で聞こえたときよりも大きな音がする。凜々は腕を目に当てて、顔を隠した、が。

    「そんなことしたって、無駄だよ」

    「ああっ」

    いきなり奥まで突き入れられて、高い声が漏れる。内奥を探る感触、入口を押さえられる圧迫感。

    「あ、また濡れてきた。俺の手、すごいことになっちゃう」

    陽人は笑うも、指は抜かないまま。ずぼずぼと差し入れ引かれ、凜々の声は止まらない。

    「だめ、そんなにしたらっ」

    「イキたくなっちゃいますよね？」

    壊れた人形のように、こくこくと頷いた。

    それでも、責め苦は続けられると思っていた。しかし陽人はあっさりと指を抜き、凜々の上から身を起こしてしまう。

    「えっ……」

    どうして、とぼやけた頭で陽人を見上げれば、陽人は「凜々さんばっか、ずるい」と拗ねた顔をした。

    「俺も、気持ち良くしてください。……ここで」

    陽人は、人差し指の腹で、凜々の唇を、つっとなぞる。

    「ね、欲しかったら、して？」

    凜々は、陽人の手をとった。そのまま起こされ、今度は陽人がベッドに横たわる。

    「凜々さんは反対向いて……うん、俺の顔をまたいで……そう。ああ、秘密の場所がよく見える……」

    しとどに濡れた場所に、ふっと息を吹きかけられた。そこに、ぺちゃりと濡れたものが届く。

    「あっ……」

    震えかけた足に力を入れて、凜々は、眼前にある立ち上がった熱を、手で包み込んだ。そこに顔を近付けて、ゆっくりとそれを口内に導き入れる。

    「ふっ……んっ」

    独特の味と香りに、自然と眉間にしわが寄る。

    「それが、凜々さんを気持ちよくするんだから、頑張って」

    下から声が聞こえて、頷いた。そのときに先が上あごに当たったのが良かったのか、怒張が少し大きくなる。

    思い切り飲み込めば、陽人が熱い吐息を漏らす。感じてくれるのが嬉しくて、さらに激しくすると、お返しとばかりに、小さく立ち上がった芽を吸われた。

    「ふっ、んんっ！」

    さらに指を添えられ、先ほどのように中を弄られればたまらない。口に入っているものを、噛まないようにするだけで精一杯だ。しかし、それも長くは続かなかった。

    「んっ、はっ、あ」

    いよいよ凜々は、陽人から口を離した。だって体の感覚のすべてが、今舐められているところに集中している。もう上半身を支えていることができないほどに。

    「凜々さん、ほら、頑張って」

    「ああん、だって……」

    「これのせい？」

    陽人が左手で、凜々の鋭敏な種をぐりと押さえた。

    「ああああっ」

    「すご……締まる……イッてますね？　うわ、きもちよさそ……」

    身体が熱くて頭がぼやけて、凜々は答えることができない。陽人の上で脱力し、しばらくこの余韻に浸っていたいと思うのに、しかし彼は、それを許してくれなかった。

    「俺、まだなんです。凜々さんの中で、気持ち良くなりたいなって……今度は、ここで」

    先ほどまで、陽人の舌が愛撫していた箇所を指で撫ぜられて、ああ、と声が漏れる。

    「凜々さん、ね、ください」

    甘える声で言われれば、逆らえるはずなんてない。凜々はゆるゆると体を起こした。しかし陽人は「そのまま上に乗って」と言ってくる。

    「上、に……？」

    「そう、その上に」

    「……やったことないわ。無理よ」

    「大丈夫、できますよ」

    陽人は身を起こし、膝立ちになっている璃々に、自身の腰をまたがせた。

    「ほら、あとは座るだけでいい」

    場所を合わせて手を引いて、入口と先端が当たるようにする。

    お願い、と懇願する眼差しで見られて、凜々はゆっくりと腰を下ろした。大きなものが、肉を割開く。その衝撃に、背中をのけぞらせる。

    「あ、ああっ……」

    飲み込むのは達したばかりの身体には辛く、凜々は自然と、拳を握り締めていた。その上に、陽人の手の平が重ねられる。しかしそんな労わるような行動をしながら、陽人は、それが凜々の体に馴染むのを待たずに、腰を持ち上げ、中を掻き混ぜるのだ。

    「中、ぐちゃぐちゃだ……」

    「あっ、あっ」

    律動に合わせて、声が上がる。寝室に来てもなお、外まで漏れてしまいそうで、でも凜々は、それを我慢することができなかった。

    「ね、胸……自分で弄って」

    甘い言葉に導かれ、凜々の手は、胸の尖りを探る。そのうちに自然と、挿入とリンクするタイミングで、固くなっている果実を押し込んでいた。

    「あっ……はあっ」

    「うわ……凜々さん、えろいな……。俺のを咥えて、腰揺らして……自分で弄ってるなんて」

    「だって、陽人が、言うからっ……あっ」

    返答と嬌声が混じった声に、陽人はごくりと息を飲み込んだ。凜々の細いウエストを両手でつかみ、ぐっと腰を持ち上げる。

    「あああっ」

    「だめ、だよ。弄るのやめ、ちゃっ」

    荒い呼吸に混じって、陽人が言う。しかし凜々は、その先端を握ったまま、声を上げることしかできなかった。身体の奥の奥まで飲み込んだ陽人自身は、熱く今にも弾けそうな大きさで、凜々を体内から愛撫している。

    濡れた壁に肉がこすれて、すこし体を屈めれば、蜜芯も刺激される。

    「前……こするのに、忙しい……の？　は、俺、もうっ」

    「私、も……っ」

    凜々の奥が、再びきつく閉まる。……そこで、陽人の熱が震えるのを感じながら。

    　

    その数日後の終業後。

    凜々は美園に呼び出された。

    あの日の約束通り、美園は今はすっかり大人しくなっている。陽人や凜々に関わってくることもなく、他の女子をたきつけることもない。

    ただ凜々としては、あまりにも静かになってしまったのが、心配になるほどではあった。

    「大丈夫、とは思うけれど」

    陽人は、心配そうに凜々を見下ろしてきた。

    「大丈夫よ、きっと」

    陽人のことを本気で好きな彼女だからこそ、彼との約束を違えるとは思えない。呼び出されたのが、時間を長く過ごせるカフェなどではなく、すぐそこの給湯室ということから考えても、修羅場にはならないだろう。

    ここにいたら、声が聞こえてしまうかもしれないと、凜々はあえて、陽人には先に帰るように言ったのだが、彼はそれを、頑として聞き入れなかった。

    「じゃあ、下で待ってるから。うん、会議の日、凜々さんを待ってた場所ね」

    そう言って、エレベーターで階下へ降りて行く。それを見送り、凜々は給湯室へ向かった。

    　

    美園は凜々を見るなり「あれから考えたんです」と言った。

    「見てましたよね、私が小川さんに振られるところ」

    「……ええ、まあ」

    「ざまあみろって、思いました？」

    「そんなこと、思わないわ」

    見ていることを気付かれていたことにも驚いたが、今の質問にもびっくりだ。自分はどんな人だと考えられているんだろうと気になりつつ答えれば、美園は「ですよね」と苦笑する。

    「係長が、そんな人じゃないっていうのは私も知ってます。私たち若手社員はみんな、お世話になってますから。時々話すんですよ。係長はミスしてもけして声を上げて怒らないから、救われる気がするって。まあ、本人には言いませんけど」

    そんなことは、全然知らなかった。特に美園には、全力で嫌われていると思っていたのに。

    しかし安心するのはまだ早い。美園は先を続ける。

    「でも、私は係長のことは好きじゃないです。だって、仕事もできて、好きになった男性もとられるなんて、悔しいじゃないですか」

    「そう」

    返すべき言葉がわからずに、それでも相槌を入れれば、美園は露骨に顔を歪めた。

    「その余裕の態度も、嫌な感じですね」

    だが、目は笑っている。

    「せいぜい飽きられないように、頑張ってくださいね」

    「ご忠告ありがとう。あなたみたいに、素直になれるように頑張るわ」

    「その年齢まで培った性格、変えることって大変そうですけど。じゃ、お疲れ様です」

    小さく頭を下げて、美園は凜々に背中を向けた。まっすぐに背筋を伸ばして、振り返りもせずに去って行く。

    まったく、なんて生意気で、潔い。

    まさか一緒にエレベーターに乗るのもどうかと思い、凜々は少し時間をあけて、同じ場所を進んでいった。

    　

    　

    下まで行くと、陽人がひょこりと顔を出した。

    「凜々さん、どうでした？　美園さん、なんか笑顔で出てきましたけど」

    「大丈夫。特に問題なかったわよ？」

    「本当に？　凜々さんの大丈夫は、当てにならないからなあ」

    「あら、陽人は私を信用しないの？」

    言いながら、凜々は手を伸ばし、陽人の手のひらを握る。陽人は驚いたように目を見開いた後、すぐに笑顔を見せた。

    「いいえ、そんなことは」

    握り返された手のひらに、凜々は微笑む。具合が悪い彼を導くためではなく、今はこうして自由に、陽人に触れることができる。自分はそれを、許されている。それは、なんて素晴らしいことだろう。

    「さあ、帰りましょう」

    繋いだ手を揺らし、凜々は自宅に向かい、歩き始めた。

    今日は帰ったら、あのソファにため込んだぬいぐるみをまとめなければならない。明日、貰ってくれるという近所の託児所に、持って行くのだ。

    「そうしたら、あそこは陽人の……いいえ、ふたりの席にするわね」

    「え、何の話？」

    「私が、陽人を愛してるって話よ」

    突然の告白に、陽人はきょとんとした顔を見せた。しかし、その後すぐに。

    「俺も、凜々さん大好きですから！」

    そう笑った顔は、やっぱり懐っこい犬のようで、凜々は笑ってしまった。

    　

    　

    　

    終

    

    　

    　

    この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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